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　2019 年 1 月より開始した本事業
ですが、目標である 4 年制大学の
開講に必要なカリキュラムフレーム
ワークやアドミッションポリシー、
評価ポリシー、シラバスといった文
書や制度の基盤整備、新しいカリ
キュラムに従った授業ができる教員
や 4 年制大学としてのマネジメント
ができる職員の育成、そしてプール
建設による設備の充実といった成果
を達成することができました。
　5 月以降、具体的には、「カリキュ
ラム内容検討ワークショップ」を 4
回（うち 1 回は Putra Malaysia 大学
の Lian Yee Kok 教授を招へい）、「評
価ポリシー・ワークショップ」を 1
回（茨城大学の吉野聡教授を招へ
い）、「教員マッチアップワークショッ
プ」を 1 回、「体育科コース運営ハ
ンドブック作成ワークショップ」を
1 回、「体育教員育成ワークショッ
プ」を 1 回開催しました。カリキュ
ラム策定では、当初 2 回しか計画し
ていなかったワークショップでした
が、内容がなかなか決まらず 5 回も
開催することになりました。さらに、
8 月 23 日から 8 月 29 日に「タイ研
修」を実施し、カンボジアから4 名（教
育省次官補 1 名、NIPES3 名）が参
加し、タイの３つの大学の体育科授

業の視察及び今後の人材育成・交流
事業における協力について意見交換
を実施しました。体育関連での学位
がまだとれないカンボジアでは、タ
イをはじめとした ASEAN 諸国との
協力による NIPES 教員の学士・修士
取得は必ず必要になってきます。
 

　

　また、11 月14 日から 23 日には「日
本研修」（日本体育大学を視察）を
実施し、NIPES 所長以下 6 名が参加
し、4 年制大学の運営について研修
しました。
　9 月 15 日にはプール建設も完了
し、10 月 4 日、5 日に「 施 設 管 理
のためのワークショップ」の実施を
もって、施設譲渡契約書を交わして
プールを NIPES に正式に譲渡しまし
た。今後はワークショップに参加し
た NIPES 職員が交代で維持管理を
担当します。 

　10 月 4 日に教育省大臣よりカリ
キュラムフレームワークの承認が下
り、12 月からの準備が整い、いよい
よカンボジア初の 4 年制体育科コー
スの 1 年目が開講しました。今まで
の 2 年制とは異なるより質の高い充
実した大学での授業内容が求められ
るため、NIPES とハート・オブ・ゴー
ルドは、その質を高めるための授業
評価や教員育成ワークショップを実
施していきます。
　今後の予定は体育科コースを試
行的に運営しながら、12 月に「体
育科コース運営ワークショップ」を
開催し、NIPES の 4 年制大学として
必要なマネジメント体制への移行を
進めます。また、NIPES での授業を
モニタリングし、適切な授業が実施
されているかを定期的に確認しなが
ら、授業の質を上げていくよう進め
ていきます。
　来年以降は実際の授業を通じてシ
ラバス等の授業関連文書の改訂、授
業の質の向上を図り、4 年制大学と
しての新しいマネジメント体制の定
着を図るとともに、プール周辺とジ
ムルームの建設、ジム等のトレーニ
ング機材の整備を行い、教育環境の
さらなる充実を図ってまいります。

タイ研修、授業視察での教育省次官補のスピーチ茨城大学吉野教授の評価ポリシー検討ワークショップ

【日本NGO連携無償資金協力事業】　国立体育・スポーツ研究所（NIPES）

体育科コース4年制体育科コース12月開講！
　　　　　　　	 	 	 	 　　プロジェクト・マネージャー　手束　耕治　

NIPES 所長以下 6 名の日本体育大学での大学運営研修

プール維持管理研修会  完成したプール（25mX15m）とポンプ室（後方） 

ハート・オブ・ゴールド
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　2017 年 1 月から、JICA 草の根技
術協力事業にて、教育・青年・スポー
ツ省（以下、教育省）と共に作成し
てきた中学校体育科の指導書が、9
月 16 日に教育省大臣から承認され
正式に完成しました。
　9 月 17 日に実施した中学校体育
科指導書完成式典では、教育省より
スポーツ総局副総局長のメル・カド
氏、JICA カンボジア事務所から菅野
祐一所長が出席し、プノンペンのモ

デル校 3 校の先生方と共に、この指
導書を利用した新しい体育の普及が
重要であることが確認されました。
　引き続き行われたワークショップ
では、早速新しい指導書を用いた体
育の年間計画、単元計画、指導案作
成の説明を行い、その後、実際に作
成した指導案に基づき、体育授業を
実践しました。ワークショップ初日
には、読み方が分からなかった指導
書ですが、ワークショップを通じて、

決められた授業の指導案まで、作成
することができるようになりました。
　最も重要なことは、先生方が生徒
達に学習指導要領、指導書に記載さ
れた内容について教えていけること
です。しかし、指導書の内容を年間
計画、単元計画、指導案にまで記載
できても、それを実際に教えるのが
難しく、多くの指導経験を積んでも
らいたいと思いました。
　本事業は 2020 年 9 月まで続きま
すので、今後は先生方の授業のモニ
タリングや新しい体育の指導法につ
いてのワークショップを実施してい
きます。

　8 月 10 日に JICA 地球ひろばにて
「カンボジアの体育科教育支援から
学ぶ国際協力」として報告会を実施
しました。ハート・オブ・ゴールド
から代表理事の有森裕子と東南アジ
ア事務所長の西山直樹、日本体育大
学から岡出美則教授がそれぞれ報告

をいたしました。
　58 名の方々にお越し頂き、ワー
ルドカフェ形式という、参加者にも
議題が与えられ、グループごとに考
える形式で実施したため、皆さん主
体的に参加し、活発な意見交換がな
されました。

　教育省のスポーツ総局や学校体
育・スポーツ局の９名とハート・オブ・
ゴールド東南アジア事務所の西山所
長と私は、10 月 23 日から 30 日に
かけて、岡山で研修しました。研修
目的はカンボジア王国の高校体育指
導書を作成するためです。
　研修先は岡山県立倉敷天城高等学
校、同岡山工業高等学校、同岡山一
宮高等学校、岡山大学でした。
　2006 年から、小学校の新しい体
育教育がカンボジアに入り、楽しい

体育の授業が始まっています。2016
年から、中学校の生徒達も新しい
体育の授業が始まり、たくさんのス
ポーツの経験をしています。
　2018 年からは、教育省は予算を
とって、独自で高校体育の普及を始
めました。2018 年 6 月に高校体育
指導要領が認定され、今後高校の生
徒達にも新しい体育の授業を受けさ
せたいと考えています。高校体育で
は、生徒達が自分の好きなスポーツ
を選び、そのスポーツに親しみ、生

涯スポーツにつながってほしいと考
えています。2019 年 9 月に中学校
の体育指導書が認定された経験を活
かし、今後、研修に来た人達を中心
に、カンボジア王国高校体育指導書
を作成する予定です。

【JICA草の根技術協力事業】
　　カンボジア王国　中学校体育科教育指導書完成
	 	 	 　　　　プロジェクト・マネージャー　西山　直樹

指導書完成式典の様子（2019.9.17）

完成した指導書（7 年生、8 年生、9 年生）を
スポーツ総局長へ贈呈（2019.10.21） 

　　　カンボジア王国　高校体育科本邦研修　
　　　　　　　　サブ・プロジェクト・マネージャー　ケオ・ソチェトラ

【JICA草の根技術協力事業】　

　　ハート・オブ・ゴールド × JICA
　　　「カンボジアの体育科教育支援から学ぶ国際協力」
　			 	 	 	 プロジェクト・マネージャー　西山　直樹
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　ハート・オブ・ゴールド（以下、
HG）は 2001 年からチェイ小学校内
に日本語教室をスタートさせ、多く
の子ども達が日本語を学んできまし
た。その後、遊具やスポーツ施設、
浄水器、トイレなど設備支援や、運
動会、保健指導、日本の学生達と
の交流など様々な活動を行ってきま
した。2006 年にニュー・チャイル

ド・ケアーセンターが同地区に移転
し、ますます関係が深くなりました。
2015 年からは毎年 TAO 東洋医学研
究会の歯科医ボランティアチームが
全校歯科検診と虫歯予防教育を実
施。この蓄積された記録を活用し、
また、虫歯予防だけでなく健康につ
いての知識を身につけ、自分の体を
知って大切にしてほしいという願い
から「健康手帳」の作成が始まりま
した。岡山学芸館高校 SGH ゼミ生
も企画段階から参加し、現地で校長
先生をはじめ、現場の先生の意見や
要望をヒアリングしてきました。ま
た、HG が実施している体育科教育
から体力測定も取り入れ、さらにカ

　1 年の半分が雨期であるカンボジ
アにおいて、雨天体育施設が建設さ
れることにより、学校はより年間計
画に沿った体育授業を実施できるよ
うになります。
　教育省からの依頼により、ハート・
オブ・ゴールド通信でお願いしたと
ころ、藤沢ロータリークラブ様、大
光電機様よりご支援をいただき、ス

ンボジアで活動している（公財）国
際開発救援財団（FIDR）の協力も得
て､ 栄養についての内容も盛り込む
ことができました｡
　健康手帳の完成後は､ 先生方への
測定（計測）方法の伝達と、児童が
それぞれの内容や測定結果を理解で
きるように指導会の開催を予定して
います｡ 今後もよりよい形にしてい
くために､ 積極的に更新をしていき
ます。

ヴァイリエン州のバサック中学校
に、雨天体育施設を建設することが
できました。
　バサック中学校は、2017 年から
新しい体育を始めたばかりですが、
体力測定を率先して実施したり、自
分達で卓球台を作成したり、新しい
体育に取り組む姿勢が評価され、建
設校となりました。
　9 月 26 日には、藤沢ロータリー
クラブの椋梨兼彰様にスヴァイリエ
ンにお越しいただき、贈呈式を実施
いたしました。教育省からもスポー
ツ総局長のセティチエット氏が出席

され、生徒達も 200 名近くが参加す
る盛大な式典になりました。式典の
後には、早速生徒達がバレーボール
をプレーし、「雨が降っても体育・ス
ポーツができるからとてもうれしい」
といった声を聞くことができました。
　資金が集まれば、今後も 2 校目、
3 校目の雨天体育施設の建設を進め
たいと思っています。

　毎年、大会は 12 月第 1 日曜日に
行われていますが、アンコールワッ
トで行われる別の式典と重なるた
め、2019 年は第 2 日曜日の 12 月 8
日の開催となりました。　
　今回は 85 の国・地域より 12,175
人（外国人 4,602 人、カンボジア人
7,573 人）が参加しました。カンボ
ジア人の参加が年々増えており、以
前よりもスポーツや健康に関心が集

まっていることがうかがえます。今
年は消防・救急救命等を中心に活動
するカンボジア国軍の RRC711 部隊
が派遣され、昨年よりも大会の安全
対策がより強化されました。
　また、ハート・オブ・ゴールドが
支援する障がい者 63 名が大会に参
加しました。昨年よりも増え、より
多くの障がい者がスポーツに参加す
るきっかけを作ることができました。

　姉妹マラソンである「かすみがう
らマラソン」に今回も有森賞として
優秀な成績を収めた 2 名の障がい者
ランナーが選抜され派遣される予定
です。

	 チェイ小学校に健康手帳を！
　     　　事業部長　　井上　恭子

「カンボジア王国	スヴァイリエン州バサック中学校雨天体育施設」
	 	 	 	 	 東南アジア事務所長　西山　直樹

	 「第24回アンコールワット国際ハーフマラソン」
	 	 	 	 　プロジェクト・オフィサー　米山　遥香

「第25回アンコールワット国際ハーフマラソン」は2020年12月6日（日）開催！
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　10 月 28 日（月）、大阪工業大学
梅田キャンパス OIT タワー 21 階「レ
ストラン翔」にて、賑やかに開催い
たしました。
　ハート・オブ・ゴールドの設立に
関わられた個人・団体、企業の皆様
が多くいらっしゃる大阪の地で開催
できたことが嬉しく、また、多くの
方にお集まりお祝いしていただきま
したことに心より感謝致します。当

日 は、HG 日 本
語教師ナムオイ
と留学生スライ
ホム、そしてカ
ンボジア教育・青年・スポーツ省か
らスポーツ総局長セティチエット氏
をはじめ、日頃ともに活動している
9 名の方にもご出席いただきました。
有森代表の挨拶から始まり、活動報
告や 20 周年表彰、そして 20 年間

	 HG代表　 有森　裕子

　1996 年アトランタオリンピック直後に、内
戦を終え平和を迎えたカンボジアで、地雷の廃
絶と被害者支援を目的としたチャリティマラソ
ンを開催するので、走ってほしいと声をかけら
れました。それが、第１回アンコールワット国
際ハーフマラソンでした。私自身、皆様に応援
され、支えられてきた人間として、「走ること」
を通して社会の役に立てることをうれしく感じ
ました。1998 年に組織として多くの人達とと
もに、国際貢献、社会貢献を続けることが重要だと考え、ハート・オブ・
ゴールドを立ち上げました。
　世界遺産アンコールワットの中を駆け抜ける大会が、世界から認知
され、地雷被災者を支援し、そして最終的にカンボジア人によって国
際レースができるように人材育成することを目的に進めました。
　16 カ国、参 加 者 645 人 で 始 まった 大 会 が、今 で は、85 カ国、
12,000 人以上の参加者で世界中から愛されるマラソンとなりました。
そして、この大会から障がい者、子ども達に多くの支援が続けられてい
ます。2013 年第 18 回大会を機に、すべての運営を現地に移譲し、当
初の目的を果たしました。今では名誉会長として、毎年参加しています。
　先月 HG20 周年記念式を迎えて、懐かしい多くの方々と来た道を振
り返り、これからの道を思いめぐらしました。20 年の間には困難なこ
とも多くありましたが、毎回問題と向き合って、とことん話し合い、コ
ミュニケーションを大事に決して諦めないで続けたことが、人を変え、
自分をも変えていったように思います。
　20 年前は、スポーツを通じての開発活動は、世界的にもほとんど関
心が持たれていませんでした。また、カンボジアもスポーツ・体育科
教育どころではありませんでした。毎年、マラソンや青少年スポーツ大
会を継続することで、子ども達に、スポーツマンシップ、フェアプレイ、
協力する楽しみ、がんばる心などが育まれることが見えてきて、カンボ
ジア教育省の人々が体育科教育の実施を強く願うようになりました。
　人も、世界も変わります。継続は力なり。すべては私の力となり、喜
びとなっています。
　ともに活動してくださった方々、ご理解、ご支援してくださった方々
に感謝して、20 年を超えて進んでいきたいと思います。皆様もぜひご
参加ください。

　　　HG事務局長		　田代　邦子
 　1997 年 3 月に、第 1 回アンコー
ルワット国際ハーフマラソン（以下、
AWHM）の写真展＆有森代表のトー
クショーの開催を岡山で引き受けて、
その年第 2 回 AWHM に参加しまし
た。内戦一歩手前という緊張した年
で、2 人の首相（ウンフォト第 1 首
相とフンセン第 2 首相）が並んで、
大会に参加し遺跡を走った光景は、
まさにスポーツがなせる平和構築を
目の前にした光景でした。1998 年
10 月10日に大阪でハート・オブ・ゴー
ルド設立総会に、結城さんの言われ
るままに事務局長として動いており
ました。
　有森代表の諦めない粘り強さと、
できると信じて進むことが心地よく、
ひたすら前に進みました。不思議な
ことに、難問や課題が出てきても、
そのときどきにそれを助ける人が現
れて、解決できました。
　奇跡を何度も見ることができまし
た。人の善意に何度も出会いました。
権力や富以上にすばらしいもの、心
の金メダル（ハート・オブ・ゴールド）
を輝かせている方々に出会いました。
　NPO・NGO の活動は、これからの
持続可能な社会を作っていくために、
何が大切なのかを考えて、少しずつ
この世界を変えていく仕事です。世
界は不平等で矛盾に満ちています。
チャンスがない人に、チャンスが与
えられ、笑顔になり、力強く起き上
がり、歩んでいく姿は私の生きる力
となりました。結城さんに感謝です。

ハート・オブ・ゴールド20周年記念式
20年を超えて行け！

を写真でふりかえりました。その後、
懐かしい方々との再会に話はつきま
せんでした。
特別協賛：学校法人常翔学園
協力：ＯＨＫ岡山放送  
 　　  （司会：萩原渉氏）
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20年の活動のふりかえり

アンコールワット国際ハーフマラソン

ニューチャイルドケアセンター
（ハート・ペアレント）

国際理解教育（スカイプ交流）
MOMOTAROU

日本語学校

日本語教室生徒の岡山学芸館高校　留学
かすみがうらマラソン障がい者ランナー招へい

国際理解教育（出前授業）

3.11 東日本大震災 子ども animo プロジェクト

体育科四年制大学設置プロジェクト

中学校体育指導書ワークショップ

障がい者陸上競技支援

7.7 西日本豪雨子ども animo プロジェクト

東ティモール独立記念マラソン

教
育
省
主
導
に
よ
る
運
動
会

小学校体育科
新しい教育の
はじまり



6

　ニューチャイルドケアセンター（NCCC）
　　　　　　　　　　　　　　シニア・アドバイザー　　村上　貴美子

　シェムリアップ日本語教室
     　日本語教師　渡邊　格

　NCCC では現在、高校 2 年生を筆
頭に６歳までの 16 人（男子 6 名､
女子 10 名）が、家庭的な雰囲気の
中でのびのびと生活しています。そ
のうちの 1 名（スライホム）は今年
の 9 月から 1 年間、日本語・日本の
文化等を勉強するため岡山学芸館高
校に留学しています。

　

　最初にうれしい報告をいたしま
す。チェイ小学校では新学年の最初
の日（11 月１日）全学年の成績 1 位

から 3 位の生徒達を表彰してくださ
います。今年度 5 年生の成績 1 位
で NCCC のスライミエン（新学年 6
年生）が表彰されました。本人の努
力はもちろんのこと、皆様の日頃の
ご支援のおかげです。他に子ども達
の出来事として、昨年学芸館高校に
留学していたスライニットが日本語
能力試験 N3 を取得して帰国、高校
2 年生に復学しました。ニットの留
学期間中のご支援に感謝するととも
に、引き続きホムのご支援をよろし
くお願いいたします。
　新学年に際して子ども達の動向に
も変化があります。成長していくに
つれ、NCCC の本来の目標である「自
立」に向けた第一歩を歩みだすこと
になります。
　退所後、私達スタッフも側面から
見守っていきたいと思っております。

　最後になりましたが、今年下半期
も多くの方々が NCCC をご訪問くだ
さいました。7 月 31 日北海道の高
校生ハイエックの皆様から始まり、
高校生、大学のゼミご一行、HG ス
タディツアーなどご訪問いただいた
方々から様々なことを学ぶことがで
きました。養護施設という限られた
中での生活経験から、いかに一般社
会に向けて自立生活に向かうかが施
設の子ども達にとって大きな課題で
す。皆様のご訪問がその一端を担っ
てくださっていることと感謝してお
ります。今後ともこの小さなセンター
NCCC をよろしくお願い申し上げま
す。　　　　　　　

　日本語教育事業では、新しく 1 月
より「MOMOTAROU 日本 語 学 校 」
をシェムリアップ新事務所内に開校
し、授業をしています。現在は午前
に 2 クラス、午後に 2 クラス教えて
います。学生兼社会人という人達が
ほとんどで、日本語を学ぶことで、
将来の仕事の幅を広げたいとの想い
で励んでいます。チェイ小学校日本
語教室では、新学期に向けて新しく

生徒を募集しています。また NCCC
でもノッチ先生のもとで子ども達も

一生懸命勉強しています。日本語教
育事業では日本語を教えるだけでな
く、現地カンボジア人の日本語教師
の養成も大きな目的の一つです。こ
れまでナムオイ、ティアラの二人が
日本語教師としてトレーニングを受
けて、今では立派に教師として教壇
に立っています。初級（『みんなの
日本語Ⅰ、Ⅱ』）はすべて教えること
ができるようになりました。ナムオ
イは 9 月～ 11 月まで、日本語教師
研修のため、岡山外語学院にて短期
留学をしました。

　8 月の終わり、暑い岡山に着いて
外国で初めての一人暮らしに心配し
ながら短期研修が始まりました。岡
山県、岡山県国際交流協会、岡山外
語学院、ハート・オブ・ゴールドの
皆様が、親切にやさしく、いろいろ
教えてくださって本当に集中して研
修ができました。3 か月はあっという
間で、もっともっと勉強したい気持
ちです。日本語能力がかなり上がっ

たのでびっくりしました。カンボジア
に帰国して、12 月 1 日の日本語能力
検定試験の本番も頑張ります。
　日本語教師として必要な言葉遣い
や態度、教材作成、さらに、日本文
化、日本人の考え方や働き方、チー
ムワークでの情報共有、役割分担な
ど多くのことを学びました。
　この研修で学んだことや体験した
ことを、国に帰って青少年や子ども

達に教えて、地域の人々の役に立ち
たいです。研修で学んだことは忘れ
られない思い出となりました。今の
私があるのは、ハート・オブ・ゴー
ルドのご支援のおかげです。本当に
ありがとうございました。

【国際県国際貢献ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業】

	 岡山での研修を終えて
　　　　　　  　   　　日本語教師　カン・ナムオイ

ジャンケン列車で交流

子ども達と給食
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主な活動報告（2019 年後半）
7/2 　　アニモの会（代表、岡山市）
7/9 　　東京北ロータリークラブ講演会（代表、東京）
7/31      北海道国際交流・協力総合センターNCCC受入れ（シェムリアップ）
8/2　    東京西ロータリークラブ講演会（代表、東京）
8/10      HG × JICA「カンボジアの体育科教育支援から学ぶ国際協力」（代表、東京）
8/26      スライホム岡山学芸館高校に留学（岡山市）
8/28-11/26　ナムオイ岡山外国語学院で研修（岡山市）
8/30      HG 福島クラブ総会（福島市）
8/29      神戸学院大学スタディツアー NCCC 受入れ（シェムリアップ）
9/1        HG 長岡クラブ総会（長岡市）
9/4         大阪大谷大学スタディツアープノンペン事務所受入れ（プノンペン）
9/26-27　島根大学スタディツアー NCCC 受入れ（シェムリアップ）
9/28      親子チャリティマラソン in おもちゃ王国（代表、玉野市）
9/29      愛知県立大学スタディツアー NCCC 受入れ（シェムリアップ）
10/20　つづける私のケンコー宣言ブース出展（岡山市）
10/22-31　カンボジア高校体育科指導書作成本邦研修（岡山市）
10/28　20 周年記念式（代表、大阪市）
11/8 　 ランプロ  シューズ贈呈式（代表、岡山市）
11/12　倉敷平成ライオンズクラブ例会（ナムオイ、倉敷市）
11/15-23　NIPES 4 大化本邦研修（東京）
11.25　 ナムオイ岡山県庁にて研修修了式（岡山市）
12/5-9   HG スタディツアー（シェムリアップ）
12/8 　 アンコールワット国際ハーフマラソン（シェムリアップ）
12/8      奈良マラソンブース出展（代表、奈良市）
12/9　  奈良トヨタ活動資金寄贈式（代表、奈良市）
12/12    カンボジア体育教育支援物資贈呈式（岡山市）
12/15    山陽女子ロードレースブース出展 ( 代表、岡山市 )
12/21　岡山学芸館高校 SGH、岡山大学、NCCC 受入れ（シェムリアップ）
12/21　岡山学芸館高校 SGH、岡山大学、チェイ小体力測定（シェムリアップ）

主な活動予定（2020年前半）変更あり

1/20　  岡山学芸館清秀中学校  NCCC 受入れ（シェムリアップ）
3/10　  だがしの日共催イベント（倉敷市）
3/22　  第 10 回淀川マラソン（代表、大阪市）
4/19　  かすみがうらマラソン 兼 国際ブラインドマラソン  2020（代表、土浦市）
　　　   HG 東日本会員交流会（代表、東京）
5 月　    2020 Arimori Cup（代表、むかわ町）
5 月　    第 36 回みしま西山連峰登山マラソン大会（代表、長岡市）
6 月　    第 10 回アニモの会（代表、岡山市）
6 月　    HG 総会・理事会・会員交流会（代表、岡山市）

　台風 15 号・19 号の被災地支援活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  志澤　公一

　・活動月日：2019 年 9 月 14 日～ 12 月 21 日
　・活動場所：千葉県鋸南町
　ハート・オブ・ゴールド（以下、HG）は、今年 9 月、
千葉県に大きな被害をもたらした台風 15 号の被災地支
援活動を日本警察消防スポーツ連盟（以下、連盟）と協
力して始めました。本支援活動への呼びかけに、募金を
承り心からお礼を申し上げます。

　発災直後に連盟チームが被災地に入り危険を伴う専門
的特殊ボランティアを行いながら、現場のニーズを上げ、
今回は台風により破壊された屋根を覆い、風雨から家財
を守るための防水シートや、倒木などで生活に支障をき
たす瓦礫の撤去に必要なチェーンソーなど、資機材の購
入に充てさせていただきました。
　今回の支援場所は千葉県下でも高齢化が進んだ鋸南町
としました。台風 15 号、続く台風 19 号と被害は拡大し、
当初施したブルーシートは剥がれたり破れたりで再度の
張り直し。聞けば年金ぐらしでリフォームは事実上困難
な高齢者多数の中、耐久性の低いブルーシートより高額
ではあるものの、三年以上の耐久力を持つシルバーシー
トを使いました。不断の活動にてだいぶ対処できました
が、災害弱者にフォーカスしてシルバーシート張り工法
は 12 月 21 日まで継続して実施しました。
　皆さまにはご寄付のご報告といたします。

第９回アニモの会
　7 月 2 日

（ 火 ）、ホテ
ル グ ラ ン
ヴ ィア岡 山
4 階 ｢ フ ェ
ニ ッ ク ス ｣
に て、 岡 山
の企業経営
者の方やスポーツチームから 139 名が参加し、アニモの
会が盛大に開催されました。有森代表よりハート・オブ・
ゴールドの活動として NCCC の改修工事と NIPES4 年制
大学化事業について報告し､ 岡山在郷のスポーツチーム
7 団体も今期の成績や今後の目標を熱く語られ、多くの
人の応援を求めました｡ スポーツの力で岡山を盛り上げ
ようと参加者の方とともに再認識した時間となりました｡

  第 9 回親子チャリティマラソン in おもちゃ王国
　9 月 28 日（土）、
約 280 名の参加
者が途中で給水
しながらゴール
を目指し、元 気
に汗を流しまし
た。女子サッカー
の吉備国際大学
Charme 岡山高梁
の選手をゲストとして迎え、毎年ランナーの先導を行う
インラインスケートチーム ALIVE、岡山学芸館高校と玉
野商工高校からボランティアの生徒達も参加しました。
この大会からの寄付で、カンボジアの小学校へ合計 28
基の鉄棒（2011 ～ 18 年）を設置しています。

　　　第 38 回山陽女子ロードレース大会
　12 月 15 日 ( 日 )、人見絹江杯 10km、有森裕子杯ハー
フマラソンといった岡山を代表する女子マラソンラン
ナーの名を冠した大会です。今年も、ハート・オブ・ゴー
ルドは、ブース出展（出店）し活動の広報を行いました。

日本警察消防スポーツ連盟事務局長
ハート・オブ・ゴールド理事




